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二　
紙
上
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

以
下
、
自
由
参
加
形
式
で
意
見
交
換

し
た
も
の
を
要
約
し
て
報
告
す
る
。

宅
島
（
広
島
大
・
院
）
第
１
問
は
入
試

問
題
を
変
え
た
い
と
い
う
熱
意
を
感
じ

た
。
問
１
は
、
長
い
リ
ー
ド
文
と
モ
デ

ル
図
が
用
い
ら
れ
て
い
る
割
に
は
答
え

が
シ
ン
プ
ル
。
も
う
一
歩
、
思
考
さ
せ

ら
れ
る
余
地
が
あ
る
。
問
４
は「
知
識
」

で
解
答
で
き
る
。
第
２
問
問
４
は
、
牛

乳
は
冷
凍
と
冷
蔵
は
ど
ち
ら
に
輸
送
費

が
か
か
る
か
な
ど
、
さ
ら
に
条
件
設
定

が
必
要
で
あ
ろ
う
。

中
村
（
鳥
取
西
高
校
）
第
１
問
問
１
は
、

数
あ
る
気
候
因
子
の
中
か
ら
条
件
を
揃

え
、
２
地
域
の
気
候
が
受
け
る
隔
海
度

の
影
響
を
比
較
す
る
「
科
学
的
な
調
査

方
法
」
の
理
解
を
問
う
て
い
る
。
こ
の
力

は「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
」教
育
の
Ｓ（Science

）

に
相
当
し
、
地
理
教
育
で
も
重
視
さ
れ

始
め
て
い
る
。
第
２
問
問
４
は
、
生
乳

を
分
離
す
る
バ
タ
ー
な
ど
を
想
起
で
き

た
か
ど
う
か
が
ポ
イ
ン
ト
。

井
上
（
川
崎
高
校
）
第
１
問
問
１
は
、

原
理
原
則
を
押
さ
え
て
い
れ
ば
解
け
る

が
、
出
題
傾
向
が
変
わ
っ
た
こ
と
で
受

験
生
は
戸
惑
っ
た
と
推
察
で
き
る
。
資

料
を
選
ぶ
問
題
や
雨
温
図
が
隠
さ
れ
た

問
題
が
登
場
し
、
上
～
下
位
層
の
正
答

率
の
差
を
広
げ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
説

明
文
も
長
く
（
問
４
・
５
の
会
話
文
設

定
は
疑
問
）、
地
理
的
な
思
考
力
を
純

第
２
問

　
「
産
業
」
全
般
か
ら
６
問
が
出
題
さ

れ
た
。
第
２
問
は
系
統
別
の
単
問
形
式

で
、
農
業
統
計
（
問
１
）、
水
産
業
（
問

２
）
や
製
造
業
売
上
高
の
地
域
別
推
移

（
問
５
）、店
舗
の
業
態
別
立
地
（
問
６
）

は
、
授
業
で
学
習
し
た
内
容
を
基
に

推
論
し
て
解
く
定
番
的
な
も
の
で
あ
る

が
、
問
６
が
全
問
中
最
も
正
答
率
が
低

い（
13
％
）の
は
注
目
点
で
あ
る
。ま
た
、

試
行
調
査
に
続
き
本
問
で
も
工
業
立
地

を
モ
デ
ル
化
し
た
問
題
が
出
題
さ
れ
た

（
問
３
）。
平
均
11
点
／
配
点
20
点
。

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
１
題　
問
４ 　
11 

　

北
海
道
・
東
北
・
関
東
に
お
け
る
牛

乳
・
バ
タ
ー
・
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
工

場
数
を
推
論
さ
せ
る
意
図
の
問
題
。
サ

～
ス
の
文
は
３
製
品
の
い
ず
れ
か
の
製

造
上
の
特
徴
を
示
す
。
だ
が
本
問
は
、

製
品
で
は
な
く
、
サ
～
ス
と
３
地
域
の

組
合
せ
を
問
い
、
北
海
道
が
原
料
供
給

地
、
関
東
が
大
消
費
地
と
気
づ
け
ば
、

容
易
に
解
け
る
。
例
え
ば
、
ア
イ
ス
を

示
す
文
と
工
場
数
は
ど
れ
か
と
問
う
こ

と
も
で
き
た
。

一　
第
１
問

　
「
世
界
の
自
然
環
境
」
か
ら
６
問

（
マ
ー
ク
数
７
）
が
出
題
さ
れ
た
。
２

パ
ー
ト
構
成
で
、
Ａ
パ
ー
ト
で
は
気
候

全
般
、
Ｂ
パ
ー
ト
で
は
山
脈
を
中
心

と
し
た
地
形
に
つ
い
て
主
題
探
究
的
な

出
題
が
な
さ
れ
、
カ
ル
ス
ト
地
形
な
ど

様
々
な
地
形
を
網
羅
的
に
出
題
す
る
形

式
は
な
か
っ
た
。
す
べ
て
の
問
題
が
資

料
を
基
に
推
論
し
て
考
察
す
る
力
を
問

う
て
お
り
、
知
識
の
単
純
な
再
生
を
問

う
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
平
均
12
点
／

配
点
20
点
。

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
１
題　
問
１ 　
１ 

　

ケ
ッ
ペ
ン
の
仮
想
大
陸
を
ベ
ー
ス
に

等
高
線
を
付
し
た
世
界
地
図
を
用
い

て
、
他
の
気
候
因
子
を
抑
え
、
隔
海
度

の
影
響
が
最
大
で
あ
る
こ
と
を
比
較
で

き
る
２
地
点
を
、
６
地
点
の
中
か
ら
選

ば
せ
る
問
題
。
単
純
に
沿
岸
部
と
内
陸

部
を
選
ぶ
の
で
は
な
く
、地
形
や
標
高
、

大
陸
東
岸
・
西
岸
性
の
気
候
な
ど
を
排

除
し
て
、
最
適
な
検
証
方
法
を
推
論
し

て
検
討
す
る
新
傾
向
の
出
題
で
あ
る
と

言
え
る
。　

粋
に
問
え
た
か
疑
問
が
残
る
。

山
口
（
上
五
島
高
校
）
難
化
の
背
景
に

は
、
解
答
に
必
要
な
思
考
プ
ロ
セ
ス
の

複
雑
化
が
考
え
ら
れ
る
。
各
問
で
は
地

理
的
事
象
の
要
因
や
影
響
を
深
く
追
究

さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、「
～
な
ら
、～
な
る
」

と
い
う
事
象
間
の
関
係
性
を
問
う
た
も

の
も
増
え
た
。
授
業
で
は
、
真
正
の
文

脈
の
中
で
「
な
ぜ
そ
う
な
る
の
か
？
」
と

地
理
的
事
象
間
の
関
連
性
を
探
求
す
る

視
点
も
重
要
で
あ
る
。

首
藤
（
広
島
井
口
高
校
）
第
２
問
問
４

は
、
本
校
生
徒
は
サ
～
ス
の
文
と
表
だ

け
で
解
い
て
い
た
。
問
６
は
小
売
業
の

統
計
が
あ
る
の
に
、
こ
の
読
み
取
り
を

飛
ば
し
、
コ
ン
ビ
ニ
は
ど
こ
で
も
あ
る
と

い
う
感
覚
で
誤
答
を
選
ん
だ
者
も
多
い
。

仮
定
の
上
に
仮
定
を
作
っ
て
何
と
な
く

選
択
す
る
の
で
は
な
く
、
資
料
を
適
切

に
読
み
取
り
、
正
し
く
考
察
す
る
力
を

育
む
必
要
が
あ
る
。

後
藤
（
佐
倉
高
校
）
資
料
や
会
話
文
の

分
量
さ
に
圧
倒
さ
れ
、
時
間
が
足
り
な

か
っ
た
受
験
生
が
い
た
。セ
ン
タ
ー
の『
問

題
作
成
方
針
』
に
あ
る
「『
ど
の
よ
う

に
学
ぶ
か
』
を
踏
ま
え
た
問
題
の
場
面

設
定
」
が
強
く
表
れ
て
お
り
、「
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
実
現
に
向
け

た
授
業
改
善
を
ど
の
よ
う
に
具
体
化
す

る
か
が
個
々
の
教
員
に
求
め
ら
れ
る
。

※
平
均
点
・
正
答
率
は
、
ベ
ネ
ッ
セ
「
大
学
入

試
共
通
テ
ス
ト
徹
底
分
析
」
を
基
に
算
出
。

（
山
口
県
立
下
関
南
高
等
学
校
）

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
探
求 

②

　

～ 
地
理
Ｂ
第
１
・
２
問
の
分
析
を
通
し
て 

～

担
当
　
蒼
　
下
　
和
　
敬
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